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日時：令和2年12月 2日(水) 

（13:05～16:40） 

場所：愛知県産業労働センター 

（ウインクあいち）９０２ 



 

令和２年度 河川技術セミナー 次第 

 

１．開会挨拶 13:05 

建設コンサルタンツ協会 中部支部 河川委員会  委員長 石崎 伸明 

２．講 演 Ⅰ 13:10～14:40 

「 演題：気候変動を踏まえた今後の水災害対策の方向性 

～あらゆる関係者が流域全体で行う持続可能な「流域治水」への転換～」 

【プロフィ－ル紹介】 

国土交通省 中部地方整備局 河川部河川計画課 

池原 貴一 課長 

３．質疑応答 14:40～14:50 

４．休  憩 14:50～15:00 

５．講 演 Ⅱ 15:00～16:30 

「 演題：超音波流向流速計の生態水理学への展開 」 

【プロフィ－ル紹介】 

名古屋大学 減災連携研究センター 副センター長 

ライフライン地盤防災産学協同研究部門 特任教授 

田代 喬 特任教授 

６．質疑応答 16:30～16:40 

７．閉会挨拶 16:40 

建設コンサルタンツ協会 中部支部 技術部会  部会長 上村 俊英 

 

（90分） 

（90分） 
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講演Ⅰ 

 

 

 

「 気候変動を踏まえた今後の水災害対策の方向性～あらゆる 

関係者が流域全体で行う持続可能な「流域治水」への転換 」 

 

 

 

国土交通省 中部地方整備局 河川部河川計画課 

池原 貴一 課長 

 

 

 



【講演要旨】 
○テーマ：「 気候変動を踏まえた今後の水災害対策の方向性  

～あらゆる関係者が流域全体で行う持続可能な「流域治水」への転換 」 
令和元年 10 月台風第 19 号や令和 2 年 7 月豪雨などの被害をはじめ、近年頻発化・激甚化する豪

雨災害や気候変動の顕在化に対して、国土交通省として新たに「流域治水」を打ち出したが、その

考え方や今後の治水対策の取組などについて紹介する。 
 

【プロフィール】 
○所属：国土交通省 中部地方整備局 河川部河川計画課 
○職歴 
・2012 年 4 月 国土交通省 国土政策局 地方振興課 新しい公共係長 
・2013 年 4 月 国土交通省 水管理・国土保全局 防災課 調査計画係長 
・2014 年 4 月 国土交通省 水管理・国土保全局 河川計画課 河川情報企画室 情報企画係長 
・2016 年 4 月 国土交通省 中部地方整備局 庄内川河川事務所 調査課 課長 
・2018 年 4 月 国土交通省 中部地方整備局 河川部河川計画課 課長（現在） 
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講演Ⅱ 

 

 

 

「 超音波流向流速計の生態水理学への展開 」 

 

 

 

名古屋大学 減災連携研究センター 副センター長 

ライフライン地盤防災産学協同研究部門 特任教授 

 

田代 喬 特任教授 

 

－33－



【講演要旨】 
○テーマ：「 超音波流向流速計の生態水理学への展開 」 
大河川の調査や洪水流観測で使用されることの多い、超音波流向流速計 ADCP（Acoustic Doppler 

Current Profiler）について、河川の生態系保全や管理に向けた最近の展開に関する国内外の研究動

向をレビューしたうえで、中小河川、山地渓流や湧水河川における演者の調査事例を含めてその適

用性を考察しながら紹介する。 
 
【プロフィール】 
○所属：名古屋大学 減災連携研究センター ライフライン地盤防災産学協同研究部門 
○専門：河川水理学、応用生態工学、水防災学 
○職歴 
・2004 年 4 月 独立行政法人土木研究所 自然共生研究センター 専門研究員 
・2006 年 4 月 名古屋大学 大学院工学研究科 助手（2007 年度から助教） 
・2010 年 4 月 名古屋大学 大学院環境学研究科 准教授 
・2014 年 4 月 名古屋大学 減災連携研究センター 

ライフライン地盤防災（東邦ガス）寄附研究部門 准教授 
・2017 年 4 月 名古屋大学 減災連携研究センター 

ライフライン地盤防災（東邦ガス）産学協同研究部門 特任教授 
   ・2018 年 4 月 名古屋大学 減災連携研究センター 副センター長（兼務） 現在に至る 

 
○委員会活動 
・国土交通省中部地方整備局 中部ブロック多自然川づくりサロン アドバイザー 
・国土交通省中部地方整備局 東海ネーデルランド高潮・洪水地域協議会 ファシリテーター 
・愛知県 内水面漁場管理委員会 委員 
・愛知県一宮建設事務所 新濃尾大橋（仮称）環境監視調査等検討委員会 副委員長 
・豊田市 ハザードマップ作成検討委員会 委員長 
・応用生態工学会 将来構想委員会 委員 
・土木学会水工学委員会 環境水理部会・水害対策小委員会 委員 
・日本陸水学会東海支部会 幹事 他 
 
○著書等 
・水理公式集 2018 年版，土木学会，水工学委員会水理公式集編集小委員会編集，2019 年 
・教育現場の防災読本，京都大学学術出版会，「防災読本」出版委員会編著，中井仁監修，2018 年． 
・Towards the Implementation of the New Urban Agenda – Contributions from Japan and 

Germany to Make Cities More Environmentally Sustainable, Springer, B. Müller and H. 
Shimizu (eds), 2017 年． 

・日本土木史 平成 3 年～平成 22 年－1991～2010－，土木学会，日本土木史編集特別委員会，2017
年． 

・Labor Forces and Landscape Management: Japanese Case Studies, Springer Singapore, H. 
Shimizu, C. Takatori and N. Kawaguchi (eds.)，2017 年．他  
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